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１ ．はじめに
　創価大学教職大学院を修了し、６ 年が経過した。今年で教職に就いて ７ 年目となる。
今年度は初めての異動を経験した。そんな節目の年に、ありがたくも「連絡会総会」
にてお話させていただく機会を頂いた。これを機に、これまでの ６ 年間の歩みを振り
返り、今後への展望をもちたい。
２ ．教職大学院時代と現在
　教職大学院時代、私は国語科教育や特別支援教育について本や授業から理論を学び
つつ、実習やボランティアで実践を積んでいた。二年間で「創大教育研究」に特別支
援教育について書いた研究ノートを一本、国語科教育について書いた研究論文を一本
掲載していただいた。
　当時から「理論と実践の往還」が大切だということを何度も授業等で聞かされ、意
識していたつもりではある。しかし、その難しさを強く実感していた。学んだ理論が
そのまま現場で生かせることはほとんどなかった。それでも、現在の私は、教職大学
院で理論を学んだことは非常に生きていると感じている。子ども達への言葉がけ一つ
とっても、現場の先輩や実践家の書いた本から学んだハウツーは持っていても、実際
の場面でそれを「選択」するのは自分自身である。この「選択」する際にはもっと広
い視野が必要である。そんな広い視野を担保してくれるのが理論であり、哲学である
と考えている。
　そんな意味で私は、大学院時代の学びが無ければ、今の自分の実践は創られていな
いと考えている。現在私は川崎市公立小学校に勤務し ７ 年目になる。現場に出てから
も「全国大学国語教育学会」などで学会発表を ４ 回したり、「国語科学習デザイン学
会」に論文投稿したりするなど、研究活動も続けているつもりである。大学時代から
の恩師である石丸憲一教授に「研究的実践者になりなさい。」と言われたお言葉の意
味を常に考えている。
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３ ．初任者時代
　初任者時代は、教育現場の「恐ろしさ」を目の当たりにした。川崎市内の大規模校
に赴任したが、そこでは教師への反抗、授業妨害、離席などいわゆる「学級崩壊」状
態のクラスが多発していた。学級崩壊が原因で病休に入る教師が続発していた。
　このような学校現場では、「理論と実践の往還の実現」などということを考えてい
るような次元ではなく、何とか「生き残る」ことが初任者の私にとって喫緊の課題で
あった。私は「生き残る」ために、一旦大学院時代に学んだ理論や研究については忘
れ、現場で大切だとされている「ノウハウ」を知ることを心がけた。具体的には実践
者の書いた、若手向けの本を片端から読み、取捨選択して実践したのである。
　予想以上にこの方針は効果的で、子どもたちや保護者と良好な関係を築くことがで
きた。この時の経験やノウハウを、省察して精選し「初任者」に向けてまとめたのが
拙著『初任者でもバリバリ活躍したい！　教師のための心得』（明治図書）である。
　教職大学院時代に学んだ理論とはかけ離れた現実ではあったが、必死に学び、適応
することで、同じように学校現場への適応に苦しむ初任者の一助になり得る本を上梓
することができた。教職大学院に行き、自分の考えていることや実践を文章化するこ
とに慣れていなければ、このような本を書くこともできなかったように思う。大学院
で実習での実践やボランティアでの経験を文章化し教授に見ていただくような学びを
繰り返し行っていた私は、何とか自分の初任者での経験をまとめることができたので
ある。私にとって教職大学院を修了したことは、大きな意味があったと再認識した。
　このように、学校現場に適応し、ノウハウを学びつつクラスを安定させた私は、本
来自分のやりたかったことである「研究」にも少し取り組むことができた。この年、
「全国大学国語教育学会」での学会発表をしたり、「国語教育探究の会」で実践発表を
したりすることができたのである。特に国語教育探究の会では、大学院修了後も恩師
石丸憲一教授、故長崎伸仁先生に指導して頂け、この上なく有難いことであった。普
通は大学院を修了したら、独り立ちし、現場で研究的に実践を行っていかなくてはな
らない。しかし、私の場合は教職 ７ 年目の現在に至るまで、大学院を修了した後もご
指導頂けているのである。改めて、研究会や学会などの団体に所属することの重要性
を痛感している。
４ ． ３ 年目時代
　教員になって ３ 年目の年、一線で活躍する実践家のセミナーに参加し、衝撃を覚え
た。子どものイキイキする姿を映像で目の当たりにしたのである。正直、それまで
は「研究の一環として」教育実践というものを捉えていた。研究として価値のある実
践をすれば子どもにとってもそれは価値があるだろうと考えていたわけである。しか
し、一線で活躍する実践家は、「子どもの姿、子どもの育ち」でのみその実践の価値
を捉えていた。私は、目の前の子どもを抜きに考えていた自分を恥じた。
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　それから私は、実践家とのつながりをつくりつつ、様々な実践家から学んだ。そし
て、自分のやってきた、国語科教育学の理論などと、実践家から学んだことを上手く
組み合わせ、「背景にしっかりとした理論のある、子どもが育つ国語科実践」を創っ
ていくことを決意し、今に至っている。
　このように決意してから、「わたしの教育賞」（小学館主催）にて二度入賞したり、
「読売教育賞」（読売新聞）を受賞したりすることができた。今後、さらに「研究的実
践者」として、研究論文にも挑戦しつつ、教育実践の単著を通して世に問う仕事を続
けていきたい。
５ ．実践報告～ １年生「クラス内文通実践」～
　最後に、私が教職 ３ 年目で １ 年生を担任した際の実践を紹介する。この実践は、私
が「子ども成長させる」ことにこだわり始めてから、初めて創った実践で、私にとっ
て節目の実践である。また、初めて教育賞（「わたしの教育記録」新人賞）を受賞し
た実践でもある。
　⑴　目指す子どもの姿と今回取り入れた手立て
　ひらがなを初めて習う一年生。そんな一年生のうちに自分の思いを文字や文章を
使って表現することの楽しさを味わわせたい。そして、「書くこと」に苦手意識を持
たず、むしろそれを武器として学校生活や社会生活を豊かに生き抜いていってもらい
たい。このような思いから本実践に取り組んだ。私は入門期（ ４ 月～ ７ 月）一年生の
「書くこと」の指導において、目指す子どもの姿を以下のように設定した。
「書きたいことをもち、それを文字や文を使って表わすことができる子」
　そしてこの理想像に、以下のように「内容面」と「形式面」の二つの面からアプロー
チすることで迫った。
　「文字や文を駆使することができる」活動については、普段の授業中にひらがな、
一文などを書く活動を変化をつけながら繰り返し、定着を図った。その実践について
は紙幅の都合上ここで述べない。
　一方、「書きたいことを自然にもつことができる」活動については、授業中に限ら
ず学校生活を送る中で「書きたい！」と思ったときにいつでも「手紙を書く活動」を
取り入れた。
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　⑵　「楽しく、いつでも」書く活動について～「クラス内文通」活動～
　友達にお手紙を書き、教師の机上のポストに出す。それに教師が目を通し、放課後
に一人ひとりのポストに振り分けておく。そして次の日の朝、子どもたちは自分に届
いた手紙を読み、お返事を書く。この繰り返しである。
　少し手間がかかるが、教師が一人ひとりのポストに振り分けるということにこだ
わった。理由は二つある。
　一つは「手紙をもらう感動を味わわせたい」という思いからである。手紙は、書き
手が目の前にいないのに、「文字」や「文章」を通して、その人が目の前にいるよう
に感じさせたり、その人の温かさが伝わってきたりする。このような経験をさせるに
は、やはり子ども同士手渡しではなく、ポストに手紙を振り分ける必要があると考え
た。
　二つめの理由は「教師が手紙に目を通すことができる」ということである。そうす
ることによって、良く書けているものを把握し、他の子どもたちに紹介することもで
きる。
↓子どもたちのポスト
↓教師の机上の郵便ポスト。一旦ここ　
ですべて集める
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実践を通して見出した「クラス内文通」活動のメリットは大きく三つある。
　一つは「書く機会を保障すること」である。手紙は国語の授業中にはほとんど書か
ず、空いている時間（朝や休み時間、給食を待っている時間など）に子どもが自主的
に書いた。 ６ 月２３日より始めて、 ７ 月１７日まで一日平均９０枚、一人平均 ３ 枚を毎日書
いていることになる。教師から指示することなく子どもたちが自主的に取り組むこと
ができた。
　二つは「自分の考えや思いを書くことに慣れる」ということである。 ２ 章で紹介し
たような「基礎の徹底」だけでは、文字を使って自分の考えや思いを自由自在に表現
していくようにはならない。「自分の考えや思いを書く」という行為はどちらかとい
うと「創造的な行為」である。それを「友達へのお手紙」という形で楽しみながら繰
り返していくことで、自分の考えや思いを書くという行為になれていくと考えた。ま
た、以下に示す「おてがみめも」には、友達のことをよく見ておいて、その友達のよ
いところやその友達に伝えたいことを見つけてメモするように指導した。そうするこ
とによって、手紙をすぐに書けるわけである。先に述べたように子どもにとって「取
材」が書く過程の中で最も難しく、教師も指導に困るところである。それを「友達と
の関わり」の中で自然と見つけられるようにしたのである。
　三つは「学級経営」に非常に役立つという点である。なかなか口に出して友達を誘
えなかったり、お礼を言えなかったりする子がとてもいいお手紙を書いていた。この
活動を通して、そのような子たちは特に、「文字を書いて自分の気持ちを伝えるって
いいな。」と感じたはずである。教師から、なるべくみんなに手紙を出そう、と声を
かけ、「お手紙マスター表」を配布した。お手紙を出した子にチェックをつけるよう
にした。また、友達のよいところを見つけようとするので、自然と子ども同士の人間
関係も良好になっていった。はじめは「自分に〇〇をしてくれて、親切にしてくれて
ありがとう。」というように自分が直接その友達と関わったことを題材とする手紙が
多かったのに対し、次第に「△△さんに親切にしていたね。」「〇〇さんと仲直りでき
てよかったね。」などと、自分が直接関わっていないことにも言及する手紙が増えて
きた。「友達のことをよく見る目」が、お手紙を書こうとする中で育ってきたといえ
るだろう。（以下の実物参照）
　以下に子どもたちが書いた手紙と「おてがみめも」「お手紙マスター表」を一部紹
介したい。（■■は児童の個人名を隠したものである）
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　⑶　成果と課題
　最後に成果と課題をまとめる。
［成果］
・基礎の徹底を毎日の授業で図り、「成長の可視化」と「変化をつけた反復」を意識
することで、飽きさせずに、子どもたちの書く力を伸ばすことができた。
・入門期の一年生であっても、クラス内で手紙のやりとりをすることで、楽しみなが
ら自分の思いを文字で表現させることができた。また、いつでも思いついたときに
書く、という姿勢を身につけさせることができた。
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［課題］
・「手紙を書く活動」は他者に向けて、書く活動だった。今後、どのように「自分の
こと」を見つめ、そのことをどのように書かせていくか、という課題が残る。
　→クラスで確認した「よいお手紙」の条件をうまく活用して（特に「誰にでも書け
ることは少なく」のところを活用したい）、作文、意見文などにもつなげていき
たい。
６ ．おわりに
　今回、教職大学院連絡総会にてお話させて頂く機会を頂戴したことをきっかけに、
修了後の ６ 年間の歩みをまとめた。そして、私は教職大学院時代の学びに支えられて
いることを改めて再認識した。「理論と実践の往還」を実現できることまでは遠い道
のりであるが、一歩一歩、着実に歩みを進め、「研究的実践者」としての道を歩んで
いきたい。
引用・参考文献
吉永幸司（２００２）『「書くこと」で育つ学習力・人間力』明治図書　pp. ３8–３９
